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高野川・鴨川の合流点 出町から鴨川越しに眺める大文字山 2012.9.17.



渡ってみたかった賀茂大橋 横の飛び石 左:比叡山 右:大文字山 2012.9.17.



下鴨神社下鴨神社下鴨神社下鴨神社 糺糺糺糺のののの森森森森 2012.9.17.2012.9.17.2012.9.17.2012.9.17.



下鴨神社下鴨神社下鴨神社下鴨神社 糺糺糺糺のののの森森森森 瀬見瀬見瀬見瀬見のののの小川小川小川小川 2012.9.17.2012.9.17.2012.9.17.2012.9.17.



花背峠花背峠花背峠花背峠をををを越越越越えてえてえてえて 花背花背花背花背でででで 川川川川がががが北北北北へへへへ流流流流れているれているれているれている 2012.9.17.2012.9.17.2012.9.17.2012.9.17.



広河原広河原広河原広河原へへへへ入入入入るるるる手前手前手前手前 大悲山口大悲山口大悲山口大悲山口でででで 崖崖崖崖にににに立立立立つつつつ峰定寺峰定寺峰定寺峰定寺のののの舞台舞台舞台舞台をををを思思思思いいいい出出出出

しししし、、、、美山荘美山荘美山荘美山荘もももも見見見見たくなってたくなってたくなってたくなって 大悲山大悲山大悲山大悲山にににに寄寄寄寄りりりり道道道道

北山北山北山北山のののの奥部静寂奥部静寂奥部静寂奥部静寂のののの森森森森のののの中中中中 大勢大勢大勢大勢のののの山伏行者山伏行者山伏行者山伏行者さんたちのさんたちのさんたちのさんたちの姿姿姿姿とととと観光観光観光観光バスバスバスバスにににに
びっくりびっくりびっくりびっくり。。。。

聞聞聞聞いていていていて 判判判判ったのですがったのですがったのですがったのですが、、、、9999月月月月17171717日日日日はははは本山修験宗峰定寺本山修験宗峰定寺本山修験宗峰定寺本山修験宗峰定寺のののの年年年年にににに一度一度一度一度のののの
「「「「採燈護摩供採燈護摩供採燈護摩供採燈護摩供」」」」のののの日日日日でででで 数多数多数多数多くのくのくのくの行者行者行者行者さんたちによってさんたちによってさんたちによってさんたちによって護摩行護摩行護摩行護摩行がががが行行行行われわれわれわれ、、、、
ごごごご本尊本尊本尊本尊のののの千手観音像千手観音像千手観音像千手観音像もももも御開帳御開帳御開帳御開帳されているというされているというされているというされているという。。。。

ちょうどちょうどちょうどちょうど 行事行事行事行事がががが終終終終わってわってわってわって 行者行者行者行者さんたちがさんたちがさんたちがさんたちが、、、、山山山山のののの上上上上のののの本堂参拝本堂参拝本堂参拝本堂参拝をををを終終終終
ええええ、、、、山山山山をををを降降降降ってきたところってきたところってきたところってきたところ。。。。
ラッキーラッキーラッキーラッキーにもにもにもにも千手観音参拝千手観音参拝千手観音参拝千手観音参拝ができましたができましたができましたができました。。。。

大悲山は北の大峰とも呼ばれる険しい山で

山中に行場がある修験の山







本山修験道本山修験道本山修験道本山修験道 大悲山大悲山大悲山大悲山 峰定寺峰定寺峰定寺峰定寺 仁王門前仁王門前仁王門前仁王門前 2012.9.17.2012.9.17.2012.9.17.2012.9.17.



仁王門前仁王門前仁王門前仁王門前 高野槇高野槇高野槇高野槇のののの神木神木神木神木 幹周幹周幹周幹周3.8ｍ、ｍ、ｍ、ｍ、樹高樹高樹高樹高20ｍ。ｍ。ｍ。ｍ。 推推推推

定樹齢定樹齢定樹齢定樹齢250年年年年、、、、主幹主幹主幹主幹がががが折折折折れてしまっているがれてしまっているがれてしまっているがれてしまっているが、、、、年代年代年代年代をををを感感感感じるじるじるじる巨樹巨樹巨樹巨樹であるであるであるである



















崖崖崖崖にににに沿沿沿沿ってってってってジグザクジグザクジグザクジグザクのののの約約約約420段段段段のののの階段階段階段階段をををを登登登登るるるる本堂本堂本堂本堂のののの舞台舞台舞台舞台がががが見見見見えてくるえてくるえてくるえてくる 右右右右はははは行者堂行者堂行者堂行者堂 2012.9.17.



行場の崖 崖に2条の鎖が見える 自然災害で大木が行者堂の屋根に倒れかかり、

また、崖も荒れて、今は行場での修行は行われていないと寺の裏方の人にお聞きしま

した。







峰定寺本堂峰定寺本堂峰定寺本堂峰定寺本堂 舞台舞台舞台舞台よりよりよりより 2012.9.17.2012.9.17.2012.9.17.2012.9.17.



峰定寺本堂峰定寺本堂峰定寺本堂峰定寺本堂 舞台舞台舞台舞台からのからのからのからの眺望眺望眺望眺望 2012.9.17.2012.9.17.2012.9.17.2012.9.17.











降降降降りだしたりだしたりだしたりだした雨雨雨雨のののの中中中中 広河原広河原広河原広河原のののの集落集落集落集落をををを抜抜抜抜けてけてけてけて 佐佐佐佐々々々々里峠里峠里峠里峠へへへへ向向向向かうかうかうかう 2012.9.17.2012.9.17.2012.9.17.2012.9.17.





佐々里峠への道 2012.9.17.



佐佐佐佐々々々々里峠里峠里峠里峠のののの手前手前手前手前すぐのところにあるすぐのところにあるすぐのところにあるすぐのところにある巨樹巨樹巨樹巨樹

全体全体全体全体がよくわかりのませんががよくわかりのませんががよくわかりのませんががよくわかりのませんが、、、、離離離離れるとれるとれるとれると頭頭頭頭をのぞかせているのがをのぞかせているのがをのぞかせているのがをのぞかせているのが見見見見えましたえましたえましたえました 2012.9.17.2012.9.17.2012.9.17.2012.9.17.





瀬戸内側瀬戸内側瀬戸内側瀬戸内側 桂川桂川桂川桂川とととと日本海側日本海側日本海側日本海側 由良川由良川由良川由良川 のののの 分水嶺分水嶺分水嶺分水嶺 佐佐佐佐々々々々里峠里峠里峠里峠 2012.9.17.2012.9.17.2012.9.17.2012.9.17.



峠峠峠峠をををを下下下下るとるとるとると佐佐佐佐々々々々里里里里のののの集落集落集落集落 ここにもここにもここにもここにも道脇道脇道脇道脇にににに大大大大きなきなきなきな杉杉杉杉がみえるがみえるがみえるがみえる 2012.9.17.







由良川に注ぐ佐々里川に沿って下る 2012.9.17.





佐佐佐佐々々々々里川里川里川里川がががが由良川本流由良川本流由良川本流由良川本流にににに合流合流合流合流するするするする出合橋出合橋出合橋出合橋 2012.9.17.2012.9.17.2012.9.17.2012.9.17.



由良川源流由良川源流由良川源流由良川源流 美山町美山町美山町美山町 田歌周辺田歌周辺田歌周辺田歌周辺 2012.9.17.2012.9.17.2012.9.17.2012.9.17.











美山町美山町美山町美山町「「「「かやぶきのかやぶきのかやぶきのかやぶきの里里里里」」」」 2012.9.17.



黄金色黄金色黄金色黄金色のののの稲穂稲穂稲穂稲穂とととと白白白白いいいい蕎麦蕎麦蕎麦蕎麦のののの花花花花 実実実実りのりのりのりの秋秋秋秋をををを迎迎迎迎えたえたえたえた美山美山美山美山「「「「かやぶきのかやぶきのかやぶきのかやぶきの里里里里」」」」 2012.9.17.





































里里里里はもうはもうはもうはもう秋色秋色秋色秋色 何度何度何度何度かかかか通通通通ったったったった由良川源流由良川源流由良川源流由良川源流のののの街道筋街道筋街道筋街道筋 これだけこれだけこれだけこれだけ多多多多くのかやぶきのくのかやぶきのくのかやぶきのくのかやぶきの家家家家がががが残残残残っているのにびっくりでしたっているのにびっくりでしたっているのにびっくりでしたっているのにびっくりでした



夕闇夕闇夕闇夕闇のののの安掛安掛安掛安掛からからからから綾部綾部綾部綾部へのへのへのへの道道道道でででで 稲刈稲刈稲刈稲刈りがりがりがりが終終終終わったわったわったわった田圃田圃田圃田圃ではではではでは野焼野焼野焼野焼きがはじまっていましたきがはじまっていましたきがはじまっていましたきがはじまっていました



黄金色黄金色黄金色黄金色のののの稲穂稲穂稲穂稲穂とととと白白白白いいいい蕎麦蕎麦蕎麦蕎麦のののの花花花花 実実実実りのりのりのりの秋秋秋秋をををを迎迎迎迎えたえたえたえた美山美山美山美山「「「「かやぶきのかやぶきのかやぶきのかやぶきの里里里里」」」」 2012.9.17.
由良川岸由良川岸由良川岸由良川岸 稲刈稲刈稲刈稲刈りをりをりをりを終終終終えたえたえたえた田圃田圃田圃田圃でででで野焼野焼野焼野焼きがきがきがきが行行行行われていましたわれていましたわれていましたわれていました 2012.9.172012.9.172012.9.172012.9.17....



久久久久しぶりにしぶりにしぶりにしぶりに見見見見るるるる京都京都京都京都のののの水瓶水瓶水瓶水瓶 由良川由良川由良川由良川 大野大野大野大野ダムダムダムダム湖湖湖湖 2012.9.17.2012.9.17.2012.9.17.2012.9.17.



由良川沿由良川沿由良川沿由良川沿いをいをいをいを安掛峠安掛峠安掛峠安掛峠をををを越越越越えてえてえてえて西西西西のののの綾部綾部綾部綾部ICにににに向向向向かうかうかうかう道道道道でででで 2012.9.17.



久久久久しぶりにしぶりにしぶりにしぶりに花背花背花背花背のののの峠峠峠峠をををを越越越越えてのえてのえてのえての京都北山京都北山京都北山京都北山のののの最奥部最奥部最奥部最奥部 ドライブドライブドライブドライブ

緑緑緑緑のののの森森森森にににに包包包包まれたまれたまれたまれた北山北山北山北山 巨樹巨樹巨樹巨樹にもにもにもにも出会出会出会出会えたしえたしえたしえたし、、、、大悲山大悲山大悲山大悲山のののの舞台舞台舞台舞台にににに建建建建てたのもてたのもてたのもてたのも久久久久しぶりしぶりしぶりしぶり。。。。 そそそそ

してしてしてして 念願念願念願念願のののの分水嶺分水嶺分水嶺分水嶺 佐佐佐佐々々々々里峠越里峠越里峠越里峠越でででで由良川源流由良川源流由良川源流由良川源流・・・・美山美山美山美山かやぶきのかやぶきのかやぶきのかやぶきの里里里里へへへへ

盛盛盛盛りだくさんりだくさんりだくさんりだくさん一日一日一日一日でしたがでしたがでしたがでしたが、、、、緑緑緑緑のののの中中中中でででで過過過過ごせたごせたごせたごせた一日一日一日一日

本当本当本当本当にこんなにこんなにこんなにこんな近近近近くにくにくにくに深深深深いいいい森森森森・・・・そしてそしてそしてそして古古古古いかやぶきのいかやぶきのいかやぶきのいかやぶきの街並街並街並街並みがみがみがみが残残残残っていることにっていることにっていることにっていることに感激感激感激感激でしたでしたでしたでした。。。。

神戸神戸神戸神戸にににに帰帰帰帰るのでるのでるのでるので 京都京都京都京都にににに戻戻戻戻らずらずらずらず 和知和知和知和知からからからから舞鶴自動車道舞鶴自動車道舞鶴自動車道舞鶴自動車道のののの綾部綾部綾部綾部へへへへ

美山美山美山美山はははは京都北山京都北山京都北山京都北山のすぐのすぐのすぐのすぐ奥奥奥奥とととと思思思思っていましたがっていましたがっていましたがっていましたが、、、、やっぱりやっぱりやっぱりやっぱり 遠遠遠遠いいいい。。。。

でもでもでもでも 学生時代学生時代学生時代学生時代によくによくによくによく通通通通ったなつかしいったなつかしいったなつかしいったなつかしい街道筋街道筋街道筋街道筋。。。。 懐懐懐懐

かしいかしいかしいかしい地名地名地名地名がががが次次次次々々々々にににに出出出出てきててきててきててきて うれしいうれしいうれしいうれしいドライブドライブドライブドライブ 次次次次はまたはまたはまたはまた もみじのもみじのもみじのもみじの時時時時にとにとにとにと・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

夕闇迫夕闇迫夕闇迫夕闇迫るるるる由良川沿由良川沿由良川沿由良川沿いをいをいをいを西西西西へへへへ 2012.9.17. 夕夕夕夕 Mutsu Nakanishi

中西睦夫
スタンプ



京都北山京都北山京都北山京都北山ドライブドライブドライブドライブ 花脊峠花脊峠花脊峠花脊峠・・・・佐佐佐佐々々々々里峠里峠里峠里峠をををを越越越越えてえてえてえて 由良川源流由良川源流由良川源流由良川源流へへへへ

北山北山北山北山のののの森森森森・・・・大悲山大悲山大悲山大悲山 峰定寺峰定寺峰定寺峰定寺・・・・美山美山美山美山「「「「かやぶきのかやぶきのかやぶきのかやぶきの里里里里」」」」をををを訪訪訪訪ねるねるねるねる

［おわり］



後日 資料作成しながら、インターネットを調べていて、 大悲山峰定寺の仁王

門から、本堂舞台に登るには 受付・寺務所に連絡して登り、また、境内内撮

影禁であるとの記事に接しました。

私が行った17日は「採燈護摩供」の日で、山門前は行事終了で行者さんやお
寺の人たちが大勢いらっしゃり、「今だと千手観音に出会える」と教えてもらい、

なんのためらいもなく そのまま入山。 本堂でもお寺の方と話を

しながら 舞台からの写真も取りましたが、何も言われずでした。 時間が遅く

もう上にいたのは我々二人だけだったからかもしれませんが・・・・・。

そんなことで、禁止を知らず、舞台の写真や本堂への登り道 森の写真なども

取らせていただきました。

また、インターネとでは 雨の日は入山が出来ないことや荷物は持たずに登る

ことになっているようで、 静寂の行場で かつ崖に付けられた細い階段道で

の危険回避のためのように記事を読みました。

そんなんで、今回大悲山入山時の写真が入っていますが、お許しを。

2012.9.20. Mutsu Nakanishi



桂川桂川桂川桂川

源流域源流域源流域源流域

由良川

源流域


